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図 1 技術支援センター運営図 
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図 2 技術支援の将来図 
－2－









図 3 技術支援の将来図 
表 1 技術支援の将来図 
－3－
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   所持資格（H25.4.1 現在の延べ人数）  
   ■衛生工学衛生管理者（ 3 名）  
   ■第 1 種衛生管理者 （ 9 名） 
   ■第 2 種衛生管理者  （22 名）  
       図 1 研究室の巡視 
② 安全衛生管理委員会への参加 
   第10区分 技術支援センターの安全衛生担当 
 者として，安全衛生・環境管理担当の副技術長 
 1 名が委員として出席 
 →技術支援センター安全衛生 WG に対して迅速 
    にフィードバックすることにより，技術職員 
    全員への情報提供を行う 
③ SDS実施 WGのメンバー 
 ・SDS（セーフティ・データ・シート） 
  実施ワーキング活動を担当 
 ・WG 委員として 5 名の技術職員が参加    
    → 本学の SDS 活動に貢献  
④ 薬品管理支援システム運用 WGメンバー 
 ・IASO R5 のシステム管理担当 
 ・WG 委員として 3 名の技術職員が参加    
  → 本学の薬品管理支援システム（IASO R5） 
    の適正な運用に貢献 




図 2 系防災訓練での支援活動 
⑥ 低圧電気取扱業務特別教育の講師を担当 
 ・技術職員 2 名が,教員 1 名とともにインスト 
  ラクター資格を取得   
 ・低圧電気を取り扱う学内教職員・学生を 
  対象とした特別教育において講師を担当 
・ 今後有資格者を更に育成予定 
 








































ィバル」であり，平成 24 年度は 8 月 7 日（火）
に開催され技術職員 9 名が参加した．出展テーマ
はろ紙を用いた「ペーパークロマトグラフィー」
とした．     
 
 図 1 オープンキャンパス  
 












技術支援センター報告集 － 2012 年度 活動報告 
－13－ 
である．平成 24年度は 9月 15（土）日～16日（日）







































 図 3 理科実験教室「化学のおもちゃ箱」    
 図 4 「青少年のための科学の祭典新潟県大会」  
 

























②平成 24 年度研修の実施 
今年度は個別研修，班別研修，各種資格取得・講
習受講，職員研修受講を実施した． 



























































































































































































































































































































表 1 平成 24年度 個別研修実施記録 




第 10 回 千葉大学分析センター講習会 H24.6.28～29 近藤みずき 
平成 24 年度 機器・分析技術研究会大分大会 H24.9.6～7 近藤みずき，高橋美幸 
第 1 回 北関東地区技術系職員 
安全管理ワークショップ（薬品管理） 
H24.9.18 三間達也，高柳充寛 
第 45 回 コンクリート技術講習会 H24.10.1～2 山口貴幸 
第 71 回 全国産業安全衛生大会 H24.10.24～26 三間達也 
（独）労働安全衛生総合研究所 





平成 24 年度 高エネルギー加速器研究機構 
技術職員シンポジウム 
H25.1.16~17 程内和範，宮 正光 
平成 24 年度 愛媛大学総合技術研究会 H25.3.7～8 
相田久夫，山本 浩，山口貴幸 
高田 晋，宮 正光 
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表 2 平成 24年度 班別研修実施記録 
研 修 名 開 催 日 参 加 者 





技術支援センター 26 名 
新潟大学工学部技術部 2 名 
長岡工業高等専門学校 
教育研究技術支援センター 3 名 
新潟工科大学 4 名 
表 3 平成 24年度 各種資格・講習等受講記録 
講 習 名 受 講 者 氏 名 
放送大学受講 








第 1 種衛生管理者 吉井一夫，河原夏江 
第 2 種衛生管理者 高田 晋 
 
表 4 平成 24年度 職員研修受講記録 
参 加 研 修 名 参 加 者 氏 名 
関東・甲信越地区大学安全衛生研究会 山田修一，菅田敏則 
新潟県内国立大学法人等新採用職員研修 高田 晋，野田浩平，押味 洸 
AED 講習会 野田浩平，押味 洸，高橋美幸，金安奨太郎 
FD 研修会「会議を 30 分で終わらせる」 星野英夫，宮 正光，菅田敏則 
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3.2.2 実施要領  
23 年度同様，技術職員全体を 3 グループに分け
て実施した．表 5にメンバー表を示す．実施要領
を下記に示す． 
①各グループ月 1 回，1 時間以内を基本とする． 






べ 27 回開催され，52 件の報告が行われた．開催
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表 6a デイブック報告会開催記録 
開催日 グループ 報告者 テーマ 
H24.5.23 B 佐藤 賢太 マシニングセンタの紹介 
H24.5.30 A 渡邉 高子 遺伝子解析ソフトを用いた微生物系統解析方法 
H24.5.31 C 
山口 貴幸 コンクリートの基本 
加藤 善二 安全衛生優良研究室の作り方 その 1 現場案内 
H24.6.1 A 大塩 茂夫 1 年生化学実験授業参観 




河原 夏江 核磁気共鳴装置の保守について 
山田 修一 高流速と可視化用ウオータートンネルの製作 
H24.7.2 C 
星野 英夫 機械図面の書き方 3 
宮 正光 3 年学生実験紹介 フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR）の実演 
H24.7.5 A 遠藤 正義 1 年生物理実験参観 
H24.7.18 B 
程内 和範 質量と天びん－最新鋭ミクロ天びんの紹介－ 
山本 浩 学生実験の紹介 
H24.9.25 B 
山田 修一 風洞実験室の見学 
穂刈 治英 音響振動工学センターの見学 
H24.9.26 A 
相田 久夫 業務支援（図書管理）に関しての報告 
高田 晋 建設工学実験Ⅰ・Ⅱについて 
H24.9.27 C 
吉田 昌弘 機械工学基礎実験のうち，A／D－D／A 変換の紹介 
加藤 善二 安全衛生優良研究室の作り方 その 2 現場案内 
H24.10.17 A 吉井 一夫 工作センター利用時の安全講習 
H24.10.24 C 
押味 洸 ハードウェア制御の仕方・モータの回し方 
近藤みずき 科学技術コミュニケーションのごく一部を紹介 
加藤 善二 安全衛生優良研究室の作り方 その 3 座学 
H24.10.31 B 
豊田 英之 MBE 装置のメンテナンス作業について（2） 
高橋 智 機械設計業務経験について 
H24.11.14 C 
志田 暁雄 極限センターでの業務について（放射線管理） 
三間 達也 第 71 回全国産業安全衛生大会 2012in 富山参加報告 
星野 英夫 ドリルについて 
H24.11.20 A 
山岸 郷志 日常業務に関するトピックス 
野田 浩平 光に関する基本 
H24.11.21 B 
穂刈 治英 dB（デシベル）とは？（1）「相対値による表現」 
菅田 敏則 電気系技術職員と学生実験 
H24.12.12 C 
近藤みずき 個別研修報告 
山口 貴幸 コンクリート構造物の劣化 
吉田 昌弘 CMS を用いたホームページ作成 
 
技術支援センター報告集 － 2012 年度 活動報告 
－21－ 
表 6b デイブック報告会開催記録 
開催日 グループ 報告者 テーマ 
H24.12.19 A 
大塩 茂夫 化学実験薬品事故 ―そのときの状況と事故対応― 
相田 久夫 地理情報システムについて 
H24.12.19 B 
穂刈 治英 dB（デシベル）とは？（2）「絶対値による表現」 
高橋 智 技能検定（機械・プラント製図）について 
H25.1.23 C 
押味 洸 電気系実験機器の使い方 
近藤 みずき 衛生工学衛生管理者講習について 
吉田 昌弘 デジタルカメラ撮影方法の基本の再考 
H25.1.28 B 
高柳 充寛 薬品管理支援システムの使用法と管理 
豊田 英之 分析計測センターXRD 装置の管理・利用について 
H25.1.29 A 
高橋美幸 環境システム工学実験について 
安部 真 物理実験データ解析演習システムの紹介 
H25.2.13 A 高田 晋 業務支援の中で管理している装置紹介 
H25.2.13 C 
志田 暁雄 低圧電気取扱特別教育（14 時間コース）受講について 
宮 正光 科学教育教材データベース構築の試み 
加藤 善二 支援技術 01 ガラス細工による流量計作製 
H25.2.18 B 
河原 夏江 第 1 種衛生管理者試験について 





























 技術支援センターが開所した平成 23 年 11 月 1
日以降に広報ワーキンググループ（以下広報 WG）
が編成され継続的に活動を行ってきた．本報告で



























図 1 技術支援センター報告集表紙 
表 1 広報 WGの主な活動 
月 活動内容 
平成 23年度 
12 月 第 1 回広報 WG 会議開催   
1 月 合同技術職員研修会速報ページ作成 
平成 24年度 





HP の wiki 追加作業 
HP リンク整理作業完了 
合同技術職員研修会ポスター掲示 





10 月 報告集完成，発送 
11 月 電子版報告集の作成（PDF）・公開 
1 月 24 年度報告集関連作業開始 
2 月 社会貢献活動のポスター（2）掲示 
































図 2 更新後のホームページ 
 
図 3 技術支援センター前掲示ポスター 




大塩 茂夫 化学・生物技術分野 
 
 







1.昼食交流会 東工大 6 名，長岡技大 8 名          
2.スケジュール説明と本学概要紹介：大塩 
3.学生実験の紹介と実験室見学  
実験の紹介と見学場所    担当者 
①学部 1 年生化学実験     大塩 
②学部 1 年生物理実験     遠藤        
③物材系 3 年生学生実験  程内，宮，加藤 
④物材系 2 年生学生実験    河原 
⑤電気系 2，3 年生学生実験   菅田  
⑥機械系 2，3 年生情報処理演習 吉田  
















































図 2 情報交換会 
図 1 学生実験紹介と実験室案内 
図 3 参加者全員 
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（資料）      東京工業大学技術職員の長岡技術科学大学学生実験室見学 
【プログラム】 
日 時：平成 25 年 3 月 15 日（金）  大学着 12 時 03 分バス  大塩がバス停で出迎え 
1. 昼 食（技術支援センター）  12 時 30 分～ 
  東工大 6 名 長岡技大 8 名（程内、宮、河原、加藤、高柳、近藤、金安、大塩） 
2. スケジュール説明と長岡技術科学大学概要紹介 13 時 30 分～13 時 45 分 大塩 
3. 長岡技大学生実験の紹介と実験室見学 13 時 45 分～15 時 30 分   
見学先     見学予定時間   担当者 
① 学部 1 年生化学実験  13 時 45 分～13 時 55 分  大塩 
② 学部 1 年生物理実験  14 時 00 分～14 時 10 分  遠藤        
③ 物材系 3 年生学生実験  14 時 15 分～14 時 30 分  程内、宮、加藤 
④ 物材系 2 年生学生実験  14 時 35 分～14 時 45 分  河原 
⑤ 電気系 2、3 年生学生実験  14 時 50 分～15 時 00 分  菅田  
⑥ 機械系 2、3 年生情報処理演習 15 時 05 分～15 時 15 分  吉田  
⑦生物系 2、3 年生学生実験  15 時 20 分～15 時 30 分  高柳、近藤  
4. 休 憩      15 時 30 分～15 時 40 分 
5. 東工大学生実験の概要紹介（場所：技術支援センター） 15 時 40 分～16 時 00 分 




技術部共通教育支援センター 山口 敏  情報科学科計算機室（共通教育センター長） 
               菊地俊行  全学共通 1 年生物理実験 
               松村敬造  原子炉工学研究所電子工作室 
               村崎千佳子 全学共通 1 年生化学実験 
               吉川英見  無機材料工学科 2、3 年生実験 
 技術部ナノ支援センター   鷲山夏沖  電気電子工学科 2、3 年生実験 
 
＜長岡技術科学大学＞ 
 化学・生物技術分野     大塩茂夫  全課程 1 年生化学実験  
  程内和範  材料開発工学課程 2、3 年生実験 
               宮 正光  材料開発工学課程 2、3 年生実験 
河原夏江  材料開発工学課程 2、3 年生実験 
高柳充寛  生物機能工学課程 1、2、3 年生実験 
近藤みずき 生物機能工学課程 1、2、3 年生実験 
金安奨太郎 環境システム工学課程 2、3 年生実験 
機械・金属技術分野      吉田昌弘  機械創造工学課程 3 年生情報処理演習 
電気電子・情報技術分野    菅田敏則  電気電子情報工学課程 2、3 年生実験 
遠藤正義  全課程 1 年生物理実験（技術長） 
総合安全・情報管理技術分野  加藤善二  材料開発工学課程 2、3 年生実験 












れ，現在は，そのうち 3 つが進行中である．  
本学が参加している教育課題の東ティモール
国立大学工学部を支援するプロジェクトは，2006
年 4 月 1 日～2010 年 3 月 31 日まで「東ティモー
ル大学工学部支援プロジェクト」として，2011 年







教授の依頼を受けて，2008 年 8 月，2009 年 8 月，










2012 年度は，初めて JICA の技術協力プロジェ
クトに参加し，東ティモール大学を訪ねた時から，













図 2 機械工学科機械工場 
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したもので，1 軸 NC と割出盤が付いている． 
表 1 機械工学科への主な供給機材 
2012 年 8 月の業務は，教官への横フライス盤の
操作方法指導に多くの時間を費やした．NC プロ
グラムの作成，入力，加工が自らできるまで繰り
返し行った．しかし，この指導は，2013 年 3 月に
も行うことになった． 
 
図 3 横フライス盤の操作指導 
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低圧電気取扱業務に係る特別教育の講師 
山田 修一  総合安全・情報管理技術分野 















育規定第 6 条）を，8 月 21〜22 日，外部の講師に















の山田が，12 月 25〜27 日の 3 日間．電気電子・
情報技術分野の菅田は 2 月 18〜20 日の 3 日間に
受講した． 
 インストラクター講習で得た知識を活かし，3








24 年度第 2 回低圧電気取扱業務に係る特別教育」




として教職員及び学生合わせて 22 名が受講した． 
 科目と時間および担当を表 1に示す．7. 開閉器
表 1 科目と時間（安全衛生特別教育規定第 6条） 
図 1 分電盤への繋ぎ込み例 
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図 2 講義（山田） 
図 3 講義（菅田） 
図 4 実技（山田） 
図 5 実技（菅田） 
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活動報告 
パソコンセミナー活動（SD活動の一環としての試み） 












































表 1 実施日と実施内容 
日付 実施内容 
5/17 MS-Windows7の基本操作 
5/27 ネットワーク設定，OSアップデート 1 
5/31 OSアップデート 2，ネットワーク接続 1 






7/19 ホームページ作成，最近の CMS事情 
7/26 メール・ホームページサーバの説明 
 































三間 達也   総合安全・情報管理技術分野※ 




























































図 2 プラスミド DNA抽出実習の風景 
 
3.研修経緯 








 平成 24 年 2 月 22 日 
平成 24 年度の研修予算が認められた． 
 
 4 月 
 開催時期を決めるため技術職員の都合，講師の
予定，大学行事の予定を調査した． 
 5 月 28 日 
研修会開催日時を決定し，全技術職員と講師お
よび学外関係者へも連絡した． 
 6 月 11～15 日 
予備実験を行って実習内容の難易を検討した． 
6 月 25 日 
講演の内容について講師と打合せを行った． 
7 月 5 日 
研修会用の試薬・器具を発注した． 
7 月 9 日～27 日 
テキストの原稿作成を行った． 
7 月 30 日 
参加者名簿を確定した． 
8 月 6 日 
研修テキストを印刷し全員に配布した． 
8 月 8 日 
大腸菌（JM109）にプラスミド DNA（pUC18）
を導入し形質転換を行った． 
8 月 9 日～10 日 
溶液の調製および実験器具の滅菌処理を行っ
た． 









（含，技術補佐員 1 名）   26 名 
新潟大学 工学部 技術部     2 名 
長岡工業高等専門学校 
 教育研究技術支援センター    3 名 
新潟工科大学      4 名 
 
 
図 3 生物系笠井助教による講義 
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試薬類 7,471 円  
器具類 33,288 円  
雑費（製本） 1,680 円  






































































































































図 5 他大学職員との交流 
































































図 7 泳動写真 





















関係法令：労働安全衛生法第 59 条第 3 項（安全衛
生教育），労働安全衛生規則第 36 条（特別教育を必










 期 日：平成 24年 6月 9日（土），10日（日） 
 会 場：新潟工科大学（柏崎市） 
 主 催：柏崎労働基準協会 
 テキスト： 
 産業用ロボットの安全必携―特別教育用テキスト― 
 中央労働災害防止協会，平成 23 年 12 月 16 日発行 




3) ロボットの分類 4) 駆動方式 
・産業用ロボットの検査等の作業に関する知識（学科） 
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第 10 回 千葉大学分析センター講習会 
 




















・第 10 回千葉大学分析センター講習会 
NMR 基礎の基礎講座（その 1） 
・会期：2012 年 6 月 28 日（木）~29（金） 
・会場：日本化学会 化学会館 










































回 2 日間にわたり受講できたことに感謝します． 
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平成 24年度 機器・分析技術研究会大分大会 
 







した．その第 1 回目は平成 7 年に開催され，今回
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第 1 回北関東地区技術系職員安全管理ワークショップ（薬品管理） 
 
三間 達也 総合安全・情報管理技術分野 





















間，高柳の 2 名が派遣された． 
 
2.参加者 
 埼玉大学 総合技術支援センター 13 名  
 群馬大学 工学系技術部 6 名  
宇都宮大学 工学研究科技術部 6 名  
 茨城大学 工学部技術部 5 名  
 筑波大学 技術室 4 名  
 群馬工業高等専門学校 1 名  
 新潟大学 特任助教 1 名  

























・群馬大学 工学系技術部 安全管理グループ 
「薬品管理における技術職員の関わり」 
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表 1 時間割 




9：30～11：30 A 材料・性質 
12：30～14：30 A' 性質・耐久性 
14：45～16：45 B 構造の設計 
10 月
2 日 









図 1 講習会会場 
第 45 回コンクリート技術講習会 
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第 71 回全国産業安全衛生大会 
 




 中央労働災害防止協会の主催による第 71 回全
国産業安全衛生大会が平成 24 年 10 月 24 日（水）















第 1 日 総合集会：富山市総合体育館（24 日） 




第 2 日，第 3 日 分科会： 
 ・リスクアセスメント/マネジメントシステム分
科会（25.26 日） 
   富山県民会館 ホール 
 ・安全管理活動分科会（25.26 日） 
   富山国際会議場 
    第 1 会場：メインホール 
    第 2 会場：多目的会議室 
 ・機械・設備等の安全分科会（25 日） 
   富山観光物産センター 多目的ホール 
 ・安全衛生教育分科会（25.26 日） 
   ボルフォートとやま 多目的ホール 
 ・労働衛生管理活動分科会（25 日） 
   タワー111 スカイホール 
 ・化学物質管理分科会（26 日） 
   タワー111 スカイホール 
 ・ゼロ災運動分科会（25 日） 
   富山県農協会館 ホール 
 ・交通安全分科会（26 日） 
   富山県農協会館 ホール 
 ・メンタルヘルス/健康づくり分科会 
（25.26 日） 





































講演 1 機械システム安全研究グループ 
「生産ライン全体を対象とした非定常作業時の
リスク低減戦略について」 
講演 2 建設安全研究グループ 
「地震被害を受けた建築物の復旧工事における
注意点」 
講演 3 化学安全研究グループ 
「化学設備の保守・解体における爆発火災災害に
ついて」 
講演 4 環境計測管理研究グループ 
「労働環境における一酸化炭素中毒」 



























図 1  講演会会場 
























細な報告が第 1 回開催分から掲載されている． 
http://www-eng.kek.jp/sympo/index2012.html 







































































高田 晋・相田 久夫・山本 浩・山口 貴幸 環境・建設技術分野 






















人愛媛大学が主催された．開催日は，平成 25 年 3
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第 8 回情報技術研究会 
 







































た演習が 3 種類あり，その中から「Web プログ















図 1 インターラクティブ棟の会場 









































































































 径 3 ㎜のワイヤーロープ 2本で約 1tonの物体を
吊り上げる．2 か所 90 度部分があり，当物をしな
いで吊り上げると鋭くワイヤーロープが切れた． 
‐手指挟まれ危険体感 









































16 時 40 分，安全体感教育研修が終了した．  
「ご安全に」 





三間 達也  総合安全・情報管理技術分野 







































































1) 安全帯ぶら下がり体感（1 本吊り） 







































































        「ご安全に」 









日 時： 平成 25 年 3 月 27 日(水) 
場 所： 新潟大学 ベンチャー・ビジネス・ 
ラボラトリー大会議室 
参加者： 新潟大学 47 名， 
山形大学，広島大学 計 5 名， 
長岡技術科学大学 遠藤技術長 
他 7 名 
研修内容：午前の部 
   新潟大学技術職員による技術発表(4 件) 
   ポスター発表(4 件)・展示発表(4 件) 





















経緯，組織体系（53 名，4 専門技術室，6 分野，
スタッフ制），運営体制，業務内容が紹介された．
また，広島大学の技術センターの現状紹介では，















































豊田 英之 研究支援 
温度勾配に誘起された超合金遮熱コーティング
の損傷発達 
山岸 郷志 研究支援 
大学・高専技術職員の実験・実習支援に関する調
査 









科学教育教材データベース構築の試み 宮 正光， 










平成 24年度 長岡技術科学大学技術開発教育研究振興会研究助成 





















図 1  (a)Sb テンプレート,(b)AlSb 緩衝層を使用
した 400nm GaSb/Si(111)薄膜の表面 AFM像 
図 1 に Sb テンプレート，AlSb 緩衝層を使用し
た GaSb/Si(111)薄膜の表面 AFM 像を示す． Sb
テンプレート試料において表面モホロジーの







いる．これは Si(111)面の 3 回対称性に由来するも
のと推測される． 
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-scan 測定（図 2）を行なった．Sb テンプレート試
料の測定結果を図 3に示す．Si(111)基板に関する
測定（図 3(b)）では{224}結晶面の 3 回対称性を
示す 120°間隔の 3 つの回折ピークのみが観測さ
れた．一方 GaSb 薄膜に関する測定（図 3(a)）で
は Si(111)基板と同じ方位（φ）に現れるメインピ
ーク X, Y, Z と，それらの方位から 60°離れた位





































図 4 閃亜鉛鉱構造及びウルツ鉱構造の積層順序 
 
 
図 5 部分的な積層欠陥の模式図 
 
参考文献 
1) H. Toyota, A. Mikami, T. Endoh, Y. Jinbo, and N. 
Uchitomi: Effect of Sb template layer on GaSb thin 
films grown on Si(111) substrate by molecular beam 
epitaxy, Phys. Stat. Sol. (c) 8 (2011) 269. 































2・1 供試体  本研究では，試験片中心部の約 40 
mmの範囲にTBCを施工した中実丸棒試験片（図1）
を試験に供した．これは，金属基材表面に
CoNiCrAlY ボンドコート層と 8wt%Y2O3 部分安定
化 ZrO2（8YSZ）トップコート層を成膜したもので
ある．ボンドコートは減圧プラズマ溶射法（LPPS）
により施工し，その膜厚は約 100 µm である．一方，
トップコートは大気プラズマ溶射法（APS）を用い
て，約 300 µm 厚のしゃ熱層として成膜した．試験








図 1 TBC試験片模式図 
 
 
































図 2  試験装置模式図 
 
2・3 負荷条件  本研究では，供試部入口温度
（Test Section Inlet Temperature，以下 TSTI と表記
する．）を制御対象とし，700／1280 ℃，保持時
間を 3 分／3 分とする矩形状の熱サイクルを TBC
試験片に与え，これに重畳させる形で力学的負荷
（100 または 170 MPa の一定引張応力）を加えた．




























































図 4 実験後の試験片表面の様子 
（170 MPa＋700／1280℃：40サイクル後） 













図 5  実験後の TBCトップコートのき裂密度 
（断面 SEM観察により計測） 
 








焼器を使用した試験において TSIT を 1280 ℃と
したときの上流側と下流側の試験片基材表面温
度の平均をとり 988 ℃とした．試験力は燃焼器シ





































1) Nith P. Padture, Maurice Gell and Eric H. Jordan, 
Thermal barrier coatings for gas-turbine engine 
applications, Science, Vol.296 (2002), pp.280-284. 
2) Subcommittee on Superalloys and Coatings Phase 
3 Activities. -Adhesion strength of thermal barrier 
coatings subjected to high temperature exposure 
and cycles.-, Subcommittee on Superalloys and 
Coatings JSME (2009) 
 
 





大塩 茂夫  化学・生物技術分野 
 
1.はじめに 




























80％の人が 2 人，10％以下の人が 3 人だった．50％

































図 1 実験・実習支援の割合 














































































図 2 実験・実習支援内容 
人 数 













































































図 3 実験・実習での提案 













































































図 4 実験・実習でやってみたいこと 























































































































































































































第 18回高専シンポジウム in仙台 











































平成 24 年度のオープンキャンパスは 2012 年 8
月 5 日（日）10:00～15:30 に開催されて高校生や
高専生およびその保護者らを中心に県内外から
757 名の方々に参加いただいた．そのうち本研究







































図 1 公開実験での活動 
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平成 24年度 愛媛大学 総合技術研究会 















































対象：幼少（小学 2 年以下），小中（小学 3 年
以上中学以下），高（高校以上） 
予算/1 人（税抜）：~100 円,101~300 円,301 円~ 



























































































会で発表した 2 件をまとめた概要である． 
1) 宮正光，近藤みずき，科学教育教材データベ
ース構築の試み 1，平成 24 年度愛媛大学総合
技術研究会報告書，2013，11-02    
2) 近藤みずき，宮正光，科学教育教材データベ
ース構築の試み 2，平成 24 年度愛媛大学総合
技術研究会報告書，2013，P131A   
図 3 キーワード「30，工作」の検索結果画面 


































































表 3 本報告で紹介する実験・演習科目名及び担当者数 
科目名 教員数 技術職員数 TA の数 
物理実験及び演習Ⅰ 5 2 2 
機械創造工学設計(演習) 5 1 9 
電気電子情報工学実験 1 8 4 6 
物質・材料工学基礎実験Ⅰ 5 4 5 
測量学実習Ⅰ 1 1 8 
環境システム工学実験 2 8 1 17 
生物機能工学基礎実験 I 12 2 3 
 
  支援科目数 担当人数（延数） 
全課程（学部 1 年） 5 9 
機械創造工学課程 10 18 
電気電子情報工学課程 5 17 
材料開発工学課程 6 18 
建設工学課程 3 5 
環境システム工学課程 6 6 
生物機能工学課程 4 10 












表 2 研究支援成果の数 
表 1 実験・演習に係わる支援科目数，担当人数 













代して行っている．2 週間で 1 周期となる．以下
に表でスケジュールを示す． 
 
表 1 スケジュール 
 A 班 B 班 C 班 D 班 
木曜日 実験 演習 
化学実験と演習 




金曜日 演習 実験 
 
2.実験の内容について 















































































ある．このプログラムは 3 年 1 学期から 4 年 1 学
期までを通したと教育であるが，ここでは，3 年





















表 1  Dコースの主なスケジュール（3年1学期） 
4/16 ガイダンス 
4/23 3D-CAD 製図および CAE 解析 1 
5/1 精度設計に関する座学 
5/7 3D-CAD 製図および CAE 解析 2 
5/14 3D-CAD 製図および CAE 解析 3 
5/21 分解・スケッチ・組立 1 
5/28 分解・スケッチ・組立 2 
6/4 分解・スケッチ・組立 3 
6/11 分解・スケッチ・組立 4 
6/18 共通設計課題の演習 1 
6/25 共通設計課題の演習 2 
7/2 共通設計課題の演習 3 
7/9 共通設計課題の演習 4 
























についての実験があり，1 テーマ計 4 回の授業に
分けて行われる．1 つのテーマについて学生 9 人











































河原 夏江  化学・生物技術分野 
 
 
 材料開発工学課程（物質・材料系）第 2 学年を
対象とした「物質・材料工学基礎実験Ⅰ」の教育
支援業務について報告する．この実験は，1 学期








標としている．教員 7 名，技術職員 4 名，TA 5 名
で分担して担当しており，平成 24 年度は，表 1
に示したテーマで実施した．材開 2 年生 13 名(平






















         図 1 ナイロンの合成における実験操作 
表 1 実験テーマおよびスケジュール 
1  ガイダンス 
2  単蒸留・ナイロンの合成の準備 
3  単蒸留 
4  単蒸留 
5  ナイロンの合成 
6  ナイロンの合成 
7  単蒸留・ナイロンの合成のまとめ 
8  紛体粒子の充填 
9  紛体粒子の充填 
10  均一１次反応速度の測定 
11 均一１次反応速度の測定 
12  酸解離定数の決定 
13  酸解離定数の決定 
14  酸解離定数の決定 
15  プレゼンテーション 
 
 














































表 1 測量学・測量学実習のスケジュール 
4月12日 総論 
4月19日 距離測量 1 
4月26日 距離測量 2 
5月10日 水準測量 1 
5月17日 水準測量 2 
5月24日 角測量，トラバース測量 1 
5月31日 角測量，トラバース測量 2 
6 月 7 日 角測量，トラバース測量 3 
6月14日 角測量，トラバース測量 4 
6月21日 平板測量，各種計算 1 
6月28日 平板測量，各種計算 2 
7 月 5 日 トータルステーション 1 
7月12日 トータルステーション 2 
7月19日 トータルステーション 3 
7月26日 GPS 測量の現状と展望 
8 月 2 日 試験 
図 1 実習の様子 


















ないし 6 グループに分け，1 週 1 テーマの実験を
行っている．残り 4 週はガイダンスおよびデータ




















































10 プラスミド DNAの調整と電気泳動 
11 環境科学と酵素 




生物機能工学課程 2学年「生物機能工学基礎実験 I」 




 生物機能工学基礎実験 I は学部 2 年生 1 学期に
開講される生物機能工学課程の必修科目である．
履修者は 10 人前後である． 





















































図 1 「緩衝溶液」実験の様子 






機械系 加工計測・機能性評価研究室：担当 吉田 昌弘 
公表論文等：庄司 哲史，池内 克徳（大菱計器製作所），吉田 昌弘，柳 和久，清野 慧（精密測定研究
所），”広領域精密平板を対象とした実用的な表面輪郭測定システム”，2012 年度精密工学会北陸信越支












機械系 生産加工工学研究室：担当 高橋 智 
公表論文等：田辺郁男，安藤泰士，高橋智：”高効率な微細金型ポリシング加工技術の開発”，日本機械





電気系 機能性半導体工学研究室：担当 豊田 英之 
公表論文等：H. Toyota, A. Mikami, T. Endoh, Y. Jinbo, and N. Uchitomi：”Effect of Sb template layer on GaSb 
thin films grown on Si（111） substrate by molecular beam epitaxy”, Phys. Stat. Sol. （c） 8, 269-271 （2011）.   
研究概要及び支援内容：シリコンフォトニクス実現を目的とした，分子線エピタキシーによるアンチモ
ン系化合物半導体 GaSb のシリコン基板上ヘテロエピタキシーの高品質化に関する研究 
 
電気系 応用波動光学研究室：担当 野田 浩平 
公表論文等：野田浩平，佐々木友之，川月喜弘（兵庫県立大学），小野浩司：”光架橋性高分子液晶を用








物質・材料系 エネルギー変換材料研究室：担当 程内 和範 
公表論文等：永井太一・程内和範・西山洋・松原浩,”無電解 Ni-B めっきの初期析出におよぼす浴中化学




物質・材料系 高分子材料工学研究室：担当 宮 正光 
公表論文等：Crystallization Behavior and Chain Folding Manner of Cyclic, Star and Linear Poly（tetrahydrofuran）
s H. Takeshita, M. Poovarodom, T. Kiya, F. Arai, K. Takenaka, M. Miya and T. Shiomi 





物質・材料系 光・電子セラミックス研究室：担当 大塩 茂夫 
公表論文等：Sasaki, Y., Takeda, A., Ii, K., Ohshio, S., Akasaka, H. , Nakano, M., Saitoh, H.： ”Evaluation of 






環境・建設系 地盤工学研究室：担当 高田 晋 
公表論文等：Toyota, H. and Takada, S.：“Technique for Undrained Triaxial Tests on Unsaturated Soils Using 






電気系 神経情報処理研究室：担当 穗刈 治英 
公表論文等：Isao NAMBU, Masashi EBISAWA, Masumi KOGURE, Shohei YANO, Haruhide HOKARI, 
Yasuhiro WADA：“Estimating the Intended Sound Direction of the User: Toward an Auditory Brain-Computer 
Interface Using Out-of-Head Sound Localization”，PLOS ONE, Vol.8, Issue 2, e57174, pp.1-14 （Feb. 2013） 
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物質・材料系 セラミックス・サイエンス研究室：担当 加藤 善二 
公表論文等：Satoshi Tanaka, Mitsuru Imai, Zenji Kato, Hiroyuki Shimizu, Yutaka Doshida and Keizo 
Uematsu：”Textured Sodium Bismuth Titanate Ceramics Prepared by Rotating Magnetic Field and Their Property” 
Materials Science and Technology 2012 Conference and Exhibition, Pittsburgh, October 7-11, p90. 
研究概要及び支援内容：回転磁場装置を作製した 
 
機械系 流体工学研究室：担当 山田 修一 
公表論文等：上條将広，高橋勉, 小出瑞康：“的外力の印加に対する渦励振現象の過渡応答特性と渦励振















備中です．このリポジトリに必要な本報告集の英文名が表紙記載の通り，Annual Report of 







高田  晋 
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